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離，水平な点線は断面内を横切る模擬亀裂と模擬欠陥を示
す。同図から減衰率が 0.11以上の部分と長さ 20 mm以上の
亀裂や空洞の位置が一致していることが分かる。これは亀
裂や空洞部分で散乱または透過減衰が生じたためと考えら
れる。長さ 10 mmの欠陥については明瞭な影響は認められ
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（コバ面）に発生する亀裂の検知が可能であることが分かっ
た。これにより，図 1
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